
◇防犯情報
【特殊詐欺被害の状況】
〇令和 7年 4月末までの被害状況
（１）被害届受理件数　18 件
　　　被害総額　　　　約１億 900 万円
（２）被害手口内訳
　　　オレオレ詐欺････････････････････････････ 8 件
　　　還付金詐欺･･････････････････････････････ 4 件
　　　預貯金詐欺･･････････････････････････････ 5 件
　　　架空料金請求詐欺････････････････････････ 1 件

〇固定電話にだけでなく、携帯電話に特殊詐欺の電
話が掛かってくるケースが増えています。＋（プ
ラス）から始まる国際電話に注意してください。

【警察官を騙った詐欺の電話に注意】
最近は、警察官を騙った詐欺の電話が非常に多
くかかってきています。
犯人は、あえて遠くの警察を騙り、「あなたに詐欺
の嫌疑がかかっている。すぐに出頭してほしい。出頭
できなければ、テレビ通話で取調べを行う」などと言っ
て、偽の警察手帳や、偽の逮捕状を示して、あたかも
自分が逮捕されるかのように騙します。さらに、犯人
は、逮捕を免れるには、全財産を調べる必要がある等
と言い、現金をだまし取る手ロとなっています。

〇警察からの電話でも、すぐに信用しないでください。

〇警察は、逮捕する際に事前の通知はしません。
また、テレビ電話での取調べは行いません。
警察からの電話であっても、電話をかけてきている者
の警察署名等を聞いた上、一度、電話を切って、自分で
調べたその警察署へ確認の電話をすることが重要です。
もし、聞いた警察署の電話番号がわからないときや判
断に困ったときなどは、金沢警察署にこんな電話があった
と連絡をいただいても構いません。気軽にご相談ください。

【SNS型投資・ロマンス詐欺に注意】
SNS型投資・ロマンス詐欺とは、対面することなく、

SNS上でのやり取りを重ねるなどして関係を深め信

金沢警察署からのお知らせ

【資料提供】金沢警察署　生活安全課　交通課

機関誌編集委員会名簿
支部名 クラブ名 氏　　　名

富 岡 第 二 シーサイドコーポヨマキ会 宮川　康子 ※

並　　 木 柴そよかぜ会
土井　　巖 ※
前田伊津子 ※

金 沢 東 部 西柴団地福寿会 林　　秀明 ○
六 浦 西 大道高砂会 水内　利博 ◎
六 浦 西 湘南六浦福和会 村田　秀雄 ○
釜利谷第一 阿王ヶ台シニアクラブ 岡　　浩子 ※
釜利谷第二 関ヶ谷クラブ 三上　典彦 ※
区シ連副会長　機関誌委員会担当役員 沖川　正澄 ─
株式会社ニチコミ 尾前　正樹 ─

今回から表紙が動物園の写真から地域の行事の写真を

掲載することになった。表紙の紹介記事を別枠に掲載。今

回は関係者のお孫さんが写真に。関係者を掲載することで

どんどん読まれていくことを期待したい。そんな中、姉妹

機関紙の「かがやきだより横浜」が 7月号を休止すると

いう。「かなざわ」は歴代の先輩たちの苦闘の歴史がある。

しかも目玉である文芸には春夏秋冬の四季が大事である。

なるべく休止したくないのが編集者の現在の意気込みであ

る。 （水内）

編 集 に あ た り編 集 に あ た り

用させ、金銭等を騙し取る手口です。
連絡を重ねていても、実際に会ったことのない
人からのお金の話（投資や結婚資金等）には注意
してください。
SNSでお金の話が出たら、家族、警察に相談し
ましょう。

◆交通安全情報
【交通事故の状況】

自転車は、「軽車両」です。
通行方法は車道が原則、歩道は例外です。
例外的に自転車の歩道通行が認められている
場合でも、歩行者優先で、車道寄りを徐行しな
ければなりません。
交通ルールを知り、通行方法を守って安全に
自転車に乗りましょう。

【運転を続けるシニアの皆さまへ】
加齢に伴い、身体機能が低下すると運転操作
ミスへとつながり、交通事故を引き起こす可能
性が高まります。

　運転に不安を感じたらまず相談

安全運転相談ダイヤル
#8080（シャープハレバレ）に
お電話ください。

【交通安全スローガン】
  自転車も　のれば車の　なかまいり

令和7年 4月末までの金沢区内の交通事故状況
発生件数 …… 137件（－14件）
死者数 ………… 0人（－   2 人）
負傷者数 …… 148人（－22人）
（カッコ内は前年同期比）

※機関誌編集委員　◎同委員長　○同副委員長
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金沢八景駅から
貝山緑地を歩く

歩こう会実行委員会　中山　雄二

５月23日（金）曇天の中、涼しく歩きやす
い気候で70名の参加で開催しました。金沢八
景駅を９時30分に出発し、平潟湾の北条政
子が近江竹生島弁財天を勧請し祀ったと伝え
られる弁天島神社を左に見ながら、広重の浮
世絵、金沢八景の面影が残る風景。また、野
島に渡る夕照橋を横に見ながら入り江を歩き、
昨年、日本一になった横浜ベイスターズの選
手寮と練習グラウンドのドックオブベイスター
ズヨコスカを見学しました。このグラウンドの
環境は、大きさから芝まで本拠地である横浜
スタジアムとまったく同じ環境に作成されてい
るとのことです。
そのあと、今は埋め立てられ夏島・烏帽子
岩の跡形もない、旧帝国海軍航空隊敷地跡の
工場群（日産自動車工場など）の敷地に「東
京湾第三海堡」を移設保存した遺構を見学し
ました。明治時代から東京湾要塞計画のもと
に３つ目の海上要塞として浦賀水道内に建設
されました。大正10年に完成し大正12年の
関東大震災で３分の１が水没にあい、力を発
揮できずに破棄されました。航海の安全のた

め平成12年からの撤去工事で陸上に引き上
げ、遺構として横須賀市夏島町（一部は横須
賀市平成町「うみかぜ公園」内）に保存展示
されました。
そのあと、宮殿のようなリサイクルプラザ

「アイクル」に寄り、ゴール「貝山緑地」では
晴れ間になり展望台からの景色も最高！　周
辺で食事をとり、満足感と心地よい疲れでそ
れぞれ帰宅に向かいました。
「東京湾第三海堡遺構」の案内には「アクショ
ンおっぱま」のボランティアの方々にご尽力い
ただき、本当にありがとうございました。

貝山緑地展望台

「東京湾第三海堡遺構」にて集合写真

地域の魅力、再発見！
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